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Ⅰ．はじめに 
 

１－１．交通バリアフリー基本構想策定の背景と目的 

 

２０１５年には４人に１人が、６５歳以上の高齢者になるといわれる２１世紀を迎

え、着実に人口を増やしてきた千歳市においても、高齢者人口の比率が増えており、

高齢社会への移行は確実なものとなっている。 

そのような中で、高齢者や障害者そして健常者を含む全ての人々の安全かつ円滑な

行動を可能とし、日常生活の利便性向上や積極的に社会活動参加ができる生活環境を

作るため、社会環境、特に歩行空間のバリアフリー化を進めることが求められている。 

一方、千歳市は北海道の玄関口となる新千歳空港や、その連絡のための交通結節点

となる南千歳駅、市の玄関口となる千歳駅、などの交通結節施設を数多く有し、道内

における交通の要衝としてその位置づけが高まっている。 

これらの社会状況を鑑み、千歳市における福祉のまちづくりに向けて、ＪＲ駅利用

や駅周辺の文化センターや市役所といった公共公益施設や商業施設等利用の際、利用

者が安全で障害が少なく快適に利用でき、また、バリアフリーに配慮した公共的空間

の実現を図るため、移動円滑化に係る事業の重点的かつ一体的な推進に関する基本構

想を策定することを目的とする。 

なお、基本構想策定の対象となる鉄道駅については、「高齢者、身体障害者等の公

共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律（以下、「交通バリアフリー

法」という）」の要件にもある１日の乗降客数 5,000 人以上、また現在「交通結節点

改善事業」が推進中であることから、ＪＲ千歳駅を抽出するものとする。 
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１－２．構想策定の流れ 

 

（１）基本構想策定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動に関する現況特性（市全体） 

対象駅の選定と重点整備地区の考え方 

交通バリアフリー法 

フィールドチェックによる課題把握 

冬期 

夏期 

基本方針の策定 

重点整備地区の基本構想 

上位・関連計画 

今後の展望 

○関係福祉団体ヒアリング 

○関係事業者ヒアリング 
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（２）法の枠組 

交通バリアフリー法の枠組みは以下のとおりである。 

高齢者、身体障害者等は、公共交通機関を利用して移動する際に、障害のない者より

も大きな身体の負担を負うこととなる。このため、法では、その負担を軽減することに

より、移動をより容易かつ安全にすることを目指している。 

運輸大臣、建設大臣、国家公安委員会及び自治大臣は、移動円滑化を総合的かつ計画

的に推進するため、「移動円滑化の促進に関する基本方針」（平成 12 年 11 月 15 日、国家公

安委員会、運輸省、建設省、自治省－告示第１号）を定め、構想立案のアウトラインを示して

いる。 
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（３）策定スケジュール 

 

 

平    成    １３    年 平   成   １４   年 
 

2 月  3 月  4 月  5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

●バリアフリー 

専 門 部 会 

              

・関係団体協議 
 ＪＲ 

 バス事業者 

 公安 

 障害者団体 

道路管理者（国道） 

道路管理者（道道） 

道路管理者（市道） 

              

・業 務 内 容 

 

 

              

・現地調査・点検 

 

              

● 策 定 協 議 会               

● 市 長 提 案 

 

              

●市内イベント 千歳・支笏湖

氷濤まつり 

千 歳 市 民 歩

く ス キ ー の

集い 

 支 笏 湖 湖 水

開き 
  支笏湖湖水まつり 

千歳市民夏まつり 
北海道スカイ＆ビ

アフェスタちとせ 

 イ ン デ ィ ア

ン 水 車 ま つ

り 

千歳・日航国

際マラソン 

支 笏 湖 紅 葉

まつり 

 12/4 ～17 議

会 

千歳・支笏湖

氷濤まつり 

千歳・支笏湖

氷濤まつり 

千 歳 市 民 歩

く ス キ ー の

集い 

 

 

市 長 提 案  
 

第 ６ 回 会 議  
3 / 7  

第 ５ 回 会 議  
12/26  

バリアフリー部会 → 基 本 構 想 原 案 承 認  バリアフリー部会 → 基 本 構 想 素 案 提 案  

第 １ 回 部 会  
3 / 1 9  

第 ３ 回 部 会  
2 / 1 9  

第 ２ 回 部 会  
12/20  

道 路 関 係  
事 業 者 協 議  

8 / 8  

夏期（無積雪期）
6 / 2 5  7 / 1 0  

●現況（冬期）の問題・課題の整理 

・ 交通結節拠点及びその周辺 
・ 周辺市街地 

● 重 点 整 備 地 区 の 設 定 

・ 特定路線の設定 
・ 事業計画のまとめ 
・ 関係機関との連絡調整 

関 係 事 業 者 ﾋ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 
随時（個別）  

● 基 本 方 針 の 検 討 

● 整 備 計 画 内 容 の 検 討 

・ 対象路線の確定 
・ 計画内容の整理 
・ 関係各課との調整 

第 ４ 回 会 議  
3 / 3 0  

第 ３ 回 会 議  
2 / 2  

ターミナル部会  → 基 本 計 画 原 案  
バ ス 路 線 網 部 会 → 基 本 計 画 原 案  
バリアフリー部会 → 問 題 ･ 課 題 の 整 理  

ターミナル部会  → 二 次 素 案 
バ ス 路 線 網 部 会 → 基 本 計 画 素 案  
バリアフリー部会 → 調 査 概 要 

冬期（積雪期）  
3 / 1  

道 路 関 係  
事 業 者 協 議 

11/29  12/4  

●現況（夏期）の問題・課題の整理 

・ 交通結節拠点及びその周辺 
・ 周辺市街地 

● 素 案 の 修 正  

↓  

● 原 案 の 作 成  

市 長 提 案  
 

障 害 者 団 体  
ﾋｱﾘﾝｸ ﾞ  
1 / 2 6  

道 路 関 係  
事 業 者 協 議

2 / 1 5  

道 路 関 係  
事 業 者 協 議  

6 / 1 1  

障 害 者 団 体  
現 地 ﾋ ｱ ﾘ ﾝ

ｸ ﾞ  

障 害 者 団 体  
現 地 ﾋ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 
6 / 2 5  7 / 1 0  

4  
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Ⅱ．移動に関する現況特性（市全体）

２－１．高齢者・身体障害者等の現況

（１）高齢者等の現況

①動向 

平成 13 年の高齢者比率についてみると、市内全人口の 12.1％となっており、より増加

傾向にある。 

昭和 55 年からの約 20 年で、高齢者比率は 9％近く増加しており、高齢化傾向を示すも

のとなっている。 

                 表  高齢者動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千歳市高齢者保健福祉計画・千歳市介護保険事業計画－平成 12 年 3 月）に平成 13 年データを追加 

  

昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成２年 平成７年 平成10年 平成13年
総人口 61,031 66,788 73,610 78,946 84,866 88,386 88,472
40～64歳人口 12,894 16,009 19,303 23,914 26,890 27,753 28,096

40～64歳人口比率 21.1% 24.0% 26.2% 30.3% 31.7% 31.4% 31.8%
前期高齢者計 1,494 2,047 2,717 3,574 5,112 6,212 7,101

前期高齢者比率 2.4% 3.1% 3.7% 4.5% 6.0% 7.0% 8.0%
後期高齢者計 570 889 1,200 1,738 2,524 2,968 3,608

後期高齢者比率 0.9% 1.3% 1.6% 2.2% 3.0% 3.4% 4.1%
65歳以上人口計 2,064 2,936 3,917 5,312 7,636 9,180 10,709

高齢者比率 3.4% 4.4% 5.3% 6.7% 9.0% 10.4% 12.1%
資料 ： 昭和50年～平成７年は国勢調査、平成10年、13年は住民基本台帳による。（各年10月１日、13年は4月1日現在）

参考 ： 平成10年10月１日における総人口から千歳市内にある自衛隊基地内に居住する方々(3,809人）をのぞいた

　場合の高齢者比率は10.9％となります。

※ 前期高齢者とは、65歳以上75歳未満の高齢者、後期高齢者とは、75歳以上の高齢者を指します。
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又、平成７年国勢調査によると、世帯の状況については、65 歳以上の親族のいる世

帯は 5,321 世帯世帯総数の 17.8％を占めている。その内、夫婦のみの世帯は 35.5％を

占めている。 

表  高齢者のいる世帯動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千歳市高齢者保健福祉計画・千歳市介護保険事業計画－平成12 年 3 月） 

②要介護者等の状況 

「千歳市高齢者保健福祉計画（平成 12 年３月）」における要介護度別の介護者数は以

下のとおりである。 

             表  要介護者等の状況 

 

   

 

 

 

         （千歳市高齢者保健福祉計画・千歳市介護保険事業計画－平成12 年 3 月） 

 

③身体障害者の状況 

市内における手帳交付されている身体障害者は、平成 13 年 12 月現在で、2,454 人で、

肢体障害、内部障害、聴覚・平衡、視覚障害、音声・言語・そしゃくの順になっている。 

 

 

 

                                 

（単位：世帯、％）

昭和60年 平成２年 平成７年

世帯総数 Ａ 22,486 25,685 29,937

65歳以上の親族のいる世帯 Ｂ 2,807 3,762 5,321
世帯総数に占める割合 Ｂ/Ａ 12.5% 14.6% 17.8%

夫婦のみの世帯 Ｃ 738 1,164 1,888
世帯総数に占める割合 Ｃ/Ａ 3.3% 4.5% 6.3%

65歳以上世帯に占める割合 Ｃ/Ｂ 26.3% 30.9% 35.5%
単独世帯 Ｄ 370 674 1,057

世帯総数に占める割合 Ｄ/Ａ 1.6% 2.6% 3.5%
65歳以上世帯に占める割合 Ｄ/Ｂ 13.2% 17.9% 19.9%

その他の世帯 Ｅ 1,699 1,924 2,376
世帯総数に占める割合 Ｅ/Ａ 7.6% 7.5% 7.9%

65歳以上世帯に占める割合 Ｅ/Ｂ 60.5% 51.1% 44.7%
資料：国勢調査

※上記の世帯とは、一般世帯を表す。

区　　　　　　　　　分

対象者数

高齢者一般調査 2,462人

要援護高齢者需要調査（在宅） 678人

要援護高齢者需要調査（施設） 440人

特別養護老人ホーム待機者調査 5人

（福祉サービス課提供）

障　害 肢　　体 視　　覚 聴覚・平衡 音声・言語・そしゃく 内　部 計
区　分

38 4 5 22 69
1,479 187 193 20 506 2,385

１８歳未満
１８歳以上
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（２）福祉施設状況 

市内における福祉施設の状況は以下のとおりであり、福祉施設数は平成 13 年 4 月現在

で 47、収容定員は 1,915 人である。 

   

            表   福祉施設一覧 

施設 老人福祉

施設 

知的障害者

福祉施設 

児童福祉

施設 

児童関連福祉

施設 

その他 合計 

施設数 ８ ４ ９ 25 １ 47 

収容定員 490 108 728 589 － 1,915 

（要覧ちとせ－平成 13 年版） 
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２－２．交通・旅客施設の現況 

 

（１）鉄道 

・千歳市内における鉄道は、ＪＲ千歳線とＪＲ石勝線があり、千歳駅と南千歳駅は特急

停車駅、この２駅と新千歳空港駅は、快速の停車駅となっている。 

・駅は、長都駅、千歳駅、南千歳駅、美々駅、新千歳空港駅の５駅であり、特に、新千

歳空港駅は空路の玄関口として機能している。うち長都駅、美々駅は無人駅となって

いる。 

・又、札幌方面～千歳駅では、１日の運行本数が 232 本、苫小牧・千歳空港～千歳駅で

は、１日の運行本数が 172 本となっている。（平成 12 年 3 月現在） 

      表 平成 11 年度千歳市域ＪＲ各駅日平均乗降客数

長都駅 千歳駅 南千歳駅 美々駅 新千歳空港駅

－ 14,020 人 904 人 － 20,760 人
                          （要覧ちとせ－平成 13年版）

  

図 千歳市域鉄道分布

N

S

EW
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（２）新千歳空港ターミナル

・ターミナル利用客については、航空路は平成 12 年末で 41 路線、国際線は７路線が開
設されており、乗降客は国内線、国際線合わせて 1,802 万人となっている。
・利用客数の推移については、近年、やや停滞傾向にあるものの増加傾向にある。

              表  ターミナル利用客数

                          （要覧ちとせ－平成 13年版）

                

  

               図   乗降客数の推移

（東京航空局新千歳空港事務所（空港・基地課））

（1,802）

（1,758）
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（３）路線バス

・千歳市内の運行路線バスは、北海道中央バス（株）、道南バス（株）、千歳相互観光

バス（株）、あつまバス（株）の４社が運行している。

               表  路線別輸送人員

                       （要覧ちとせ－平成 13年版）
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２－３．各種施設の状況

各駅周辺の公共施設、商業施設等の人が多く集積する施設分布状況は以下のとおりであ

る。駅を中心とした１ｋｍ圏域内についてみると長都駅、千歳駅、南千歳駅、新千歳空港駅、

美々駅周辺では以下のようになっており、千歳駅については公共公益施設、福祉施設、商業

施設等、多くの施設が分布している。それ以外の駅については、周辺の土地利用の状況から

公共施設などは集積していない。

  ※以下、各図面の円は、千歳駅からの徒歩による移動の範囲を示したものである。

■ＪＲ千歳駅周辺状況

市民文化センター

ＪＲ千歳駅

総合福祉センター

千歳市役所

コミュニティセンター

サティ

JR 千歳駅より１km 圏 

JR 千歳駅より 0.5km 圏 

N

S

E

W

至 札幌

至 苫小牧



12

■ＪＲ長都駅周辺状況

ＪＲ長都駅より１km 圏 

ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ

長都駅

N

S

E

W

至 札幌

至 苫小牧

図  長都駅前広場と踏切  図  長都駅前広場バス停
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■ＪＲ南千歳駅周辺状況

  

 

 

 

 

ＪＲ南千歳駅より１km 圏 

ｵﾌｨｽｱﾙｶﾃﾞｨｱ地区

JR 南千歳駅

N

S

E

W

至 札幌

至 苫小牧

図  南千歳駅構内エスカレーター 図  南千歳駅自由通路東出口 
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■ＪＲ新千歳空港駅、美々駅周辺状況 

※ ＪＲ美々駅については、利用実態の少ない無人駅であることから、現況写真については無掲載とする。

ＪＲ新千歳空港駅より１km 圏 

ＪＲ美々駅より１km 圏 

JR 新千歳空港駅

JR 美々駅

N

S

EW

至 札幌

至 苫小牧

図  新千歳空港駅ビル入り口 図  新千歳空港駅通路エレベーター 
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Ⅲ．対象駅の選定と重点整備地区の考え方 

 基本構想の対象駅の選定と重点整備地区の考え方について、つぎのように検討した。 

 

（１）対象駅の選定 

千歳市内にはＪＲの旅客施設として、千歳駅、南千歳駅、新千歳空港駅、長都駅、美々

駅の５駅がある。 

この中で、「交通バリアフリー法」施行令第１条※で定める要件としての１日の乗降客

数 5,000 人以上の特定旅客施設に合致するものは、新千歳空港駅－20,760 人（平成 11

年度）と、千歳駅－14,020 人（平成 11 年度）の２駅であるが、南千歳駅は 904 人（平

成 11 年度）と要件には満たない。また、長都駅と美々駅は無人駅のため利用者数は不

明であるが、利用実態から鑑み要件にある利用者数には達していないものと推定する。 

千歳駅については、徒歩圏１km 以内には、文化センター、市役所や福祉センターそ

して商店街などがあり、市民の利用頻度が顕著であることから、千歳市の玄関駅とし

ての役割と、関連する交通結節点改善の整備計画が進行中であることから、特定旅客

施設として位置づける。 

しかし、新千歳空港駅については、千歳市内に在するものの、その周辺に徒歩で移動

する公共施設や医療施設そして商業施設等が無いことから、今回策定する基本構想に

おける重点整備地区の特定旅客施設からは除外することとする。 

※ （第１条 「交通バリアフリー法」第２条第５項の政令で定める要件は、次の各号のいず

れかに該当することとする。 

一 当該旅客施設の１日当たりの平均的な利用者の人数（当該旅客施設が新たに建設される場

合にあっては、当該旅客施設の１日当たりの平均的な利用者の人数の見込み）が 5,000

人以上であること。 

二 次のいずれかに該当する～ 

三 前２号に掲げるもののほか、～ 

   

（２）重点整備地区の考え方 

 

①基本的な考え方 

高齢者、身体障害者等の徒歩又は車椅子による移動の状況、土地利用や諸機能の集   

積の実態及び将来の方向性、想定される事業の実施範囲、実現可能性等の観点から、    

一体性があり、集中的・効果的な取り組みが可能となるような地区を選定する。 

 

②重点整備地区の設定 

重点整備地区は、千歳駅周辺をその対象区域とする。 
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③重点整備地区の範囲 

重点整備地区は特定旅客施設から徒歩圏内であることを要件としており、特定旅客   

施設からおおむね 500 メートルから１キロメートル以内の範囲を想定し、市の実状に

あわせて選定する。 

 

④重点整備地区の境界 

重点整備地区の境界は、できる限り町境、字境、道路、河川、鉄道等の施設、都市計

画道路等によって明確に表示する。 

 

⑤目的施設の分布状況 

千歳駅（特定旅客施設）からの私用・買物・通院などを目的とする徒歩による移動を

考慮すれば、千歳駅からおおむね 500 メートルから１キロメートルの範囲内には、次

のような公共施設等の分布状況にある。 

   

＜公共系施設＞ 

・市民文化センター 

・市民ギャラリー、 

・千歳サケのふるさと館 

・交通安全教育施設 

・末広会館 

・千歳警察署 

・千歳消防署 

・千歳保健所 

・千歳市役所 

・総合福祉センター 

・中心街コミュニティセンター（旧エスプラザ） 

・千歳市在宅総合福祉センター「ほっとす」 

・市立総合病院（平成 14 年には移転） 

 

  ＜民間商業系施設＞ 

・サティ（ショッピングセンター） 

・旧エスプラザ 

・中心市街地   末広商店街（千歳駅東口方面） 

            駅前通り振興会、ニューサンロード商店街、仲の橋通り商店街、 

            新川通商店街、新橋通り商店街、錦町商店街（千歳駅西口方面） 
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図  千歳駅周辺施設配置 

JR 千歳駅より１km 圏 

駅前通り振興会 

ﾆｭｰｻﾝﾛｰﾄﾞ商店街

仲の橋通り商店街

新川通商店街 

錦町商店街 

末広商店街 

新橋通り商店街 

市民文化ｾﾝﾀｰ

市民ｷﾞｬﾗﾘｰ

千歳ｻｹのふるさと館

交通安全教育施設 

末広会館

千歳警察署 

消防署

千歳保健所

市役所

市立総合病院 

ｻﾃｨ（ｼｮｯﾋ゚ﾝｸ゙ｾﾝﾀー ）

旧ｴｽﾌﾟﾗｻﾞ

総合福祉ｾﾝﾀｰ

千歳市在宅総合福

祉ｾﾝﾀー 「ほっとす」

N

S

E

W

JR 千歳駅より 0.5km 圏 

市立市民病院（予） 

JR 千歳駅 

至 札幌 

至 苫小牧 
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⑥フィールドチェック経路の着目点 

移動経路を構成する施設等についてのバリアフリー化が図られていない現状に着目

して､事業の必要性によって経路を設定する。 

他の地区よりも優先的にバリアフリー化するために、特定旅客施設及び一般交通用施

設※１及び公共用施設※２などについて、高齢者、身体障害者等の利用の状況から総合的

に判断する。 

 

※１「一般交通用施設」 

       ；特定旅客施設と上記⑤の施設との間の経路（特定経路）を構成する道路、

駅前広場、通路など 

※２「公共用施設」 

；特定旅客施設又は一般交通用施設と一体として利用される駐車場、公園、

緑地等 
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Ⅳ．フィールドチェックによる課題把握 

 本基本構想を策定するにあたって、冬期、夏期における現況調査を行い、交通バリアフリ

ーの観点から課題を整理した。 

 

４－１．冬期 

（１）調査概要 

 

【調査日】  平成 12 年３月１日（木）９：30～12:00 

【対象区域】 

○旅客施設 

・ＪＲ千歳駅ラッチ外コンコース、待合い施設、トイレ、昇降施設、ラッチ内コンコー

ス及びホーム等 

○駅前広場（東口、西口） 

・歩行者空間、タクシー，バス乗降場、駐車場等 

○周辺道路（国道 337 号、道道早来千歳線、市道鉄北通ほか） 

・ 駅前広場に接続する国道、道道、市道の歩道や横断歩道及び信号機等 

（新規事業の説明） 

 ○交通結節点改善事業 

 ・バスと鉄道の結節強化 

 ・バスターミナル機能の整備 

 ・ＪＲ千歳駅２階改札口の新設 

【対象者】 

○高齢者及び肢体不自由者 

○視覚障害者 

○聴覚障害者 

（対象者は、千歳身体障害者福祉協会、千歳聴力障害者協会、千歳視覚障害者福祉協会、

千歳市肢体不自由児者父母の会、千歳老人クラブ連合会を通して選出した。） 

【行程（概要）】 

○総点検時間；9:30～12:00   

（前半点検；駅に係わる部分、休憩、後半点検；駅前広場及び接続する道路） 

 

○点検スタッフ 

・障害者（介添者含む）、市担当者、コンサルタント（記録兼）、各事業者が１組（計３ 

 組）で、巡回しながら配慮すべき事項の指摘を受けた。 
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【調査の視点】 

○冬期における歩行空間の路面状況、移動性（昇降含む）、視認性、安全性など 

○各交通機関との乗り換えに係わる誘導・案内など（鉄道、バス、タクシー、自家用車） 

○駅舎内歩行空間の移動性、安全性、利便性など 

 

 

 

 

 

（２）調査経路 

 

 

市民文化センター 

ＪＲ千歳駅

総合福祉センター 

千歳市役所 

JR 千歳駅より１km 圏 

JR 千歳駅より 0.5km 圏 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

サティ 

N

S

E

W

至 札幌 

至 苫小牧 
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４－２．夏期 
 
（１）調査概要 
    
【調査日】平成 13年 6月 25日（月）9：30～12:00（高齢者、肢体不自由者、視覚障害者） 

     平成 13年 7月 10日（火）9：30～12:00（聴覚障害者） 
 
【対象区域】 
○駅前広場（東口、西口） 
・歩行者空間、タクシー，バス乗降場、駐車場等 
○周辺道路（国道 337号、道道早来千歳線、市道鉄北通他） 
・国道、道道、市道の歩道や横断歩道及び信号機等 

 
【対象者】  
○高齢者及び肢体不自由者 
○視覚障害者 
○聴覚障害者 
（対象者は、千歳身体障害者福祉協会、千歳聴力障害者協会、千歳視覚障害者福祉協会、

千歳市肢体不自由児者父母の会、千歳老人クラブ連合会を通して選出した。） 

 
【行程（概要）】 
○高齢者、肢体障害者、視覚障害者 

（点検ルート；千歳駅前広場、うたり団地、文化センター、市中心部、市役所・総合福祉

センター等） 

○聴覚障害者 

（点検ルート；国道 337号、街路 34仲の橋通、街路 35公園通、街路 09-13南３号通） 

 
【調査の視点】 
○夏期における歩行空間の移動性、安全性、利便性など 
○道路・交差点における信号機などの移動円滑性 
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（２）調査経路 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 市街地現地調査順路 
 
 
 
 
 

市民文化センター 
ＪＲ千歳駅 

総合福祉センター 

千歳市役所 

うたり団地 

JR千歳駅より１km圏 

JR千歳駅より 0.5km圏 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

サティ 

N

S

E

W

至 札幌 

至 苫小牧 
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ｺﾝｺｰｽ

交番

EV

EV

ESC

UP

郵便局

店舗 駐輪場

道道　早来千歳線 国道337号

国
道
337
号

市

道

東
８
号

市
道

南
17

号

市道　鉄北通

末市

広道

大
通

（駐） JRﾊﾟｰｸ&ﾄﾚｲﾝ 駅ﾚﾝﾀｶｰ専用駐車場 JR業務用駐車場

冬期ﾌｨｰﾙﾄﾞﾁｪｯｸ №１ 

・駅舎と店舗との間の高低差が大きく、路面が傾斜 
 している。 
・誘導用ブロックが雪に埋もれて、用をなさない。 

    

・東口の駐車場から駅への通路を除雪して欲しい。 
・タクシーの案内表示板は黒べた白抜きが見やすい。

    

・障害者用駐車スペースの案内板が落ちていて、 
 判別しにくい。 
・駐車場の出入り口には誘導用ブロックが欲しい。

    

・駅入り口前広場のインターロッキング舗装が 
 凸凹で、引っ掛かりがあり歩きにくい。 
・車椅子も振動が大きく不便。 

    

・タクシー乗り場の段差を低くして欲しい。
・バス時刻表案内板は黒べた白抜きで文字 
 を大きく分かり易くして欲しい。 
・乗り場にはシェルターをつけて欲しい。 

  

・車椅子用の駐車場を増やして欲しい。
（健常者の車が長時間停まっている） 

  

・横断歩道と車道との境界が判別しにくいと、視覚 
 障害の歩行者は車道側にはみ出してしまう。 
・境界部分に凸凹を施して欲しい。 
・滑り止めのある横断歩道として欲しい。 
・信号機の音声案内があればよい。 

21 

・音声案内信号機はあるが、他都市と同じ
 ように鳥の鳴き声の方向別の使い分け 
 を統一して欲しい。 
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ｺﾝｺｰｽ

交番
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国道337号

国

道
337

号

市

道

東
８

号

市
道

南
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号

市道　鉄北通

末市

広道

大
通

（駐） JRﾊﾟｰｸ&ﾄﾚｲﾝ 駅ﾚﾝﾀｶｰ専用駐車場 JR業務用駐車場

 

 冬期ﾌｨｰﾙﾄﾞﾁｪｯｸ №２ 

出入り口： 
・風除室からの自動入口が片開きでは狭い。 
・車椅子の通行を考えると、両開きにして欲しい。
・風除室手前の誘導用ブロックが扉に近接してお 
 り危険。ブロック一枚分は空けて欲しい。 

    

３Ｆホーム： 
・誘導用ブロックの線状ブロックと点状ブロックの間に段差があり、
 引っかかり危険。 
・柱と誘導用ブロックの間が狭く、柱にぶつかる危険がある。 
・エレベーターでホームに出た所では、列車時刻案内の表示板が見え
 にくいので。 
・エスカレーターの風除室のサッシの色は視認性の良い、白がよい。

      

券売機： 
・値段表示のボタンの上に、点字の他に主な行き先を
 提示して欲しい。 
・券売機のボタン内値段表示の色は、赤より黄色が分
 かり易い。 

     

トイレ： 
・火災などの緊急時対応のパトライトを設置して欲しい。
・トイレまでの誘導用ブロックが無い。 
・トイレの表示を低い位置に分かり易くして欲しい。 
・トイレ内のスイッチの位置や物置は改善されている。  

表示システム： 
・待合室に緊急時の説明が流れる電光表示板があると良い。
・同様のシステムがホームにも欲しい。 
・行き先表示が分かりにくい。目線の高さにあると良い。 

昇降施設（階段）： 
・階段の踏み面の先端に、黄色もしくは白色のライン表示
 をして欲しい。昇る時は良いが、降りる時に踏み面の先
 端が分かりにくい。 
昇降施設（エスカレーター）： 
・踏み面の位置に、矢印の進行方向案内をつけて欲しい。
昇降施設（エレベーター）： 
・ホームのエレベーター室の入り口ドアに緑のテープが  
 貼られて、ドア位置の視認性が高まった。 
・エレベーターの出入り口が狭い。 

２Ｆコンコース： 
・一部、誘導用ブロックがない箇所がある。 
・乗り場案内表示については、出来れば背景色を黒か黄色
 にして、文字はその反対色を使用して欲しい。 
・将来的には２階にもトイレがあると良い。 

22 
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・車椅子で利用できる電話ボックスは良いが、

入り口部分の除雪が不十分で入りにくい。 

 

・バス停の融雪部分とそうでない部分との段差

を解消して欲しい。段差が大きくつまずく。

 

・ 千歳高校前の信号に音声案内をつけて欲

しい。この交差点は変形で分かりにくく

危険である。 

 

・ガードレールの色が白色で、雪に囲まれる 
 と判別しにくい。 

 

・音声案内信号機はあるが、他都市と同じ 
 ように鳥の鳴き声の方向別の使い分け 
 を統一して欲しい。 

・横断歩道については、一部滑りにくい構造

になっているが、すべて統一して欲しい。

 

・インターロッキング舗装は、目地の引っ掛

かりや舗装面の凸凹で、歩きにくい。 

 

冬期ﾌｨｰﾙﾄﾞﾁｪｯｸ №３ 
・交差点の歩道の勾配が急で危険。又、縁石

が破損して凹凸になっていて歩きにくい。

 

・歩道と側溝の段差があり、かつ凹凸で歩き

にくく危険。 

 

・タイル舗装は大きいサイズの方が、引

っ掛かりが少なく歩きやすい。 
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Ⅴ．基本方針の策定 
 

５－１．上位・関連計画によるバリアフリーの方向性 

 

（１）千歳市新長期総合計画（平成 13 年 4 月） 

市では、本格的な高齢化社会を迎える今日、「生き生きと暮らせる福祉都市」として、

ユニバーサルデザインの思想に基づき、誰もが気軽に利用できるようなバリアフリー

への配慮等を取組課題としてあげている。又、地域福祉の推進として、地域福祉環境

に関連する部門間の連携を充実するとともに、ハード・ソフト両面において、バリア

フリーの視点に立った、すべての人にやさしいまちづくり（道路や交通機関の改善、

整備）に取り組むこととする。 

 

〈主要テーマ〉 

  

 

〈個別テーマ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈主要テーマ〉 

 

 

〈個別テーマ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

心がかよい幸せ感じる都市づくり 

生き生きと暮らせる福祉都市 

［基本方向］ 
○人にやさしいまちづくりの推進 
［主要施策］ 
○生活福祉環境の整備 
・高齢者や障害者が安心して生活できるよう住宅

などの環境整備に努めるとともに、建築物・道

路・交通機関などの改善整備を進める 

地域福祉の推進 

魅力と活力あふれる都市づくり 

魅力ある高次機能都市 

［基本方向］ 
○生活道路の整備 
［主要施策］ 
○快適な生活道路環境の整備 
・市民生活に密着し、高齢者や障害者、児童生徒
などの交通弱者も安心して歩ける安全性・快適
性・利便性に優れた生活道路の整備を進めると
ともに、地域の特性を生かした、ゆとりとうる
おいに満ちたコミュニティ道路としての環境
づくりに努める。 

道路体系の整備 
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（２）千歳市高齢者保健福祉計画・千歳市介護保険事業計画 

（千歳市高齢者いきいきプラン 2000）（平成 12 年 3 月） 

 

本計画は、千歳市の都市づくりの最も上位の計画となる総合計画との整合性に留意し

ながら推進し、福祉分野の個別計画である千歳市障害者福祉計画及び子育て支援計画

の各施策とともに、誰もがいきいきと安心して暮らせるまちづくりを進めるものであ

る。 

本計画における基本理念と施策の体系は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に、「高齢者の社会参加の促進」に向けて、人にやさしいまちづくりを推進し、高

齢者や障害者が安心して歩けるよう、歩道の段差解消など歩行空間の移動円滑化に努

めるものである。 

   

【基本理念】 

千歳市に住む高齢者一人ひとりが、人としての尊厳をもっ

て、家庭や地域の中で自立した生活が送れるよう支援する

とともに、活力ある高齢期の実現を目指す。 

【基本的な政策目標】 

１ 要援護高齢者の自立支援 

２ 健康でいきいきと生活できる環境づくり 

３ 地域支援体制の構築 

【重点課題（重点取り組み事項）】 

１ 介護サービスの充実 

２ 痴呆性高齢者施策の推進 

３ 介護予防の推進 

４ 高齢者の社会参加の促進 

５ 地域ケア体制の構築 
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（３）千歳市都市計画マスタープラン（平成 11 年 3 月） 

 

千歳市都市計画マスタープランは、「住民参加」のもとに、地域毎の将来像、道路・

公園などの公共施設の計画、地域における都市づくりの課題、それに対応した整備な

どの方針を謳ったものである。 

都市計画マスタープランは、全体構想、地域別構想、都市像実現の方途などを骨格と

して構成されている。 

その中で、都市づくりの目標は以下のとおりである。移動の円滑化に係わる項目とし

ては、３つの目標の中で、「安全性と快適性の確保された“安心して生活できるまち”

－交通ネットワークの整備」が関連する項目である。 

特に、この目標を受け、主要課題である「交通ネットワークの整備」から、高齢者や

障害者などが安心して通行することができるよう安全な道路整備に努めるものである。 

 

基本理念 ３つの目標 目標達成のための主要課題 

水 と 緑 に 包 ま れ た    

“うるおいのあるまち” 

○自然環境の保全 

○自然環境の活用 

○都市景観づくりへの対応 

○歴史環境の活用と芸術文化

の振興 

○農業との調和への対応 

 

安全性と快適性の確保された

“安心して生活できるまち” 

○騒音地域への対応 

○雪への対応 

○基地との共存への対応 

○交通ネットワークの整備 

 

せせらぎに創造し世界に

はばたくつどいの里 

産業と交流に支えられた 

“いきいきしたまち” 

○空港周辺地域及び産業振興

への対応 

○国際化と交流人口への対応 

○都心部の再生への対応 

○人口増加への対応 
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（４）千歳市「人にやさしい街づくり指針」（平成 6 年 3 月） 

千歳市「人にやさしい街づくり指針」は、障害者にとって暮らしやすい街は全市民に

とって暮らしやすいもので、市民一体となってすみよい街づくりを考えていくために

策定されたものである。施設整備やまちづくりを進めていくうえで、福祉の観点から

一つの指針－マニュアルとなるものである。 

千歳市として、障害者の特性を踏まえ、福祉環境整備に留意する事項を以下の視点で

捉えている。 

 

安全性 ・転倒、転落の防止や万が一の場合でも怪我をしにくいつくりな

ど、安全性の確保は障害者には身近な問題である。 

利便性 ・段差の解消、スムーズな通行を確保するための通路、ドア、ス

ロープなど、障害者の利便性を考えた設備を充実させる必要があ

る。 

快適性 ・健康な人には快適といえる環境であっても、障害者の方々には

老齢、病気等の障害により不快に感じることあると思われる。 

・快適な環境づくりのため光、温度、空気、広さなどに配慮する

ことが必要である。 

操作性 ・身体機能が低下しても必要な操作ができるように、設備の高さ

や場所に配慮する必要がある。 

介護性 ・家族や介護の方が介護しやすいように、部屋の大きさ等につい

て配慮する必要がある 

緊急対応 ・障害者は急に具合の悪くなることも考えられる。そのような事

態になった場合、救助のための通報手段を確保することも重要で

ある。 

可変性 ・一般住宅においては、加齢や障害の進行に伴う生活様式の変化

などに対応できるよう可変性のある設備が重要となっている。 

留意事項 

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ ・障害者が人間性らしい生活を送ることができるようにするため

に必要な概念である。 
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（５）ＪＲ千歳駅周辺交通環境改善計画（平成 13 年 3 月） 

 ～千歳市公共交通システム整備基本計画～ 

 

千歳駅周辺は、中心市街地の「駅前交流拠点」と位置付けられ、バスや鉄道の交通結

節機能の強化を図ることが求められている。しかし、千歳市の公共交通の脆弱さが指

摘されるなか、千歳駅についても交通環境が未整備な現状であり、乗り継ぎの利便性、

道路横断の安全性、滞留空間としての快適性などの向上が課題となっている。 

このようなことから、千歳駅周辺の問題点・課題等を把握し、市民や駅利用者の利便

性の向上等より良い交通環境を構築するため、交通結節点機能の強化、拠点機能と良

好な環境空間の形成、適切な交通動線計画の策定などを行い、賑わいやゆとりの空間

としての千歳駅周辺の交通結節点整備を目的とする、「ＪＲ千歳駅周辺交通環境改善

計画」を策定した。 

計画策定のため、「千歳市公共交通システム整備基本計画策定協議会」と併せて、「千

歳市公共交通システム市民会議」を立ち上げ、市民からの提案事項を計画に反映させ

ている。 

事業の概要としては以下のとおりである。 

 

事業項目 事業概要 

歩行者専用道路、通路整備 ＪＲ千歳駅と各バス乗降場を結び、道道を超えて中心市街地方面へ

直結するペデストリアンデッキを２階で整備する。 

バス道路整備 東西の市街地から駅隣接のターミナルにバス動線を集約し、市道栄

通から東西に還流する。他 

市道栄通拡幅 バス交通の流入に対応して拡幅を行い、車線を増設する。 

西口広場改修 バス専用動線を分離し、タクシー、一般車との混在を解消する。 

既存のタクシー、一般車のアクセス機能を維持する。 

オープンスペース、植栽、モニュメント等の再配置により、快適な

歩行者空間を持つシンボル性の高い広場とする。 

東口広場改修 東口広場の一部をバス道路と一体的に整備する。 

駐輪場整備 ＪＲ高架下等市民ニーズに対応した規模の市営駐輪場を整備する。 

ＪＲ駅舎改築 ２階コンコースに直結する改札口を新設し、歩行者専用道路にアク

セスする通路を整備する。他 

駅前ビル建設 

（仮称：駅西口ビル） 

市民の生活利便性向上に資する各種サービス（ターミナル関連施設

含む）を複合的に導入するテナントビルとする。他 
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５－２．基本方針の策定 

 

（１）将来目標 

交通バリアフリー基本構想における将来目標は、千歳市新長期総合計画、千歳市高齢

者保健福祉計画・千歳市介護保険事業計画（千歳市高齢者いきいきプラン 2000）、千

歳市都市計画マスタープラン、ＪＲ千歳駅周辺交通環境改善計画を踏まえ、高齢者や

障害者そして健常者を含む全ての人々の安全かつ円滑な行動を可能とし、日常生活の

利便性向上や積極的に社会活動参加ができる生活環境を創ることを目標とする。 

 

 

（２）目標年次 

交通バリアフリー基本構想における目標年次は、重点整備地区の主要な特定経路を構

成する道路、駅前広場、通路等、及び特定旅客施設、バス車両、信号機等について、

原則として２０１０年までにバリアフリー化を実施するものとする。 

 

 

（３）バリアフリー化の基本的な考え方  

 

①全ての人を対象とした基本構想 

 

・駅を中心とした旅客施設、公共施設や商業施設は多数の人々が利用することになる。

こうした施設はもとよりそれらを連絡する道路等についても、移動の円滑化を十分

に図ることが必要である。 

・ユニバーサルデザインの思想に基づき、高齢者、身障者や健常者を含めて全ての人々

が相手の立場になって考え、双方が納得のいく計画づくりを進めていきながら、重

点整備地区を中心に整備を促進し、市内全体に計画の思想を波及していく。 

・移動に関する身体的な機能等については、様々な障害を持つ人々が存在している。

フィールドチェックや十分な意見を反映させながら、千歳市におけるバリアフリー

化を推進していくには、幅広い人々に配慮した構造を検討していく必要がある。 
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②実現性の高い基本構想 

 

・重点整備地区の中心となるＪＲ千歳駅では、駅を中心とした交通結節改善事業が計

画されており、本構想の特定事業に位置づけをし、バリアフリー化を積極的に推進

する。 

・又、重点整備地区における特定事業は、集中的かつ重層的な取り組みが重要である。 

・千歳市を中心とした関係機関が相互に緊密な協議を重ね、構想に係わる一定の役割

分担のもとに、道路改築等の各特定事業に合せてバリアフリー化を推進する。 

・実現性の高い基本構想とする。 

 

③心がかようバリアフリー化 

 

・交通バリアフリー化を推進するためには、ハード的な環境整備のみならず精神的な

バリアを取り除くことも重要である。 

・全ての市民が自然に身障者や高齢者、子供達に対し、手助けが出来るような心のバ

リアフリー化に対しても取り組むことが必要である。 

 

④段階的な整備 

 

・重点整備地区のみならず、段階的に全市を見据えたバリアフリー化の推進を図る。

他駅や周辺施設、又は移動に関わる経路についても同様な思想を反映し、段階的な

整備への対応が必要である。 

・交通事業者、道路管理者、公安委員会、施設管理者等が協力し、段階的な整備を推

進する。 

 

⑤ソフト施策の充実 

 

・高齢者や身体障害者等の移動性の円滑化を図るため、道路等の構造改善のみならず、

ＩＴ技術を活用した情報提供や案内誘導等、ソフト面での取り組みも重要である。 
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Ⅵ．重点整備地区の基本構想 

 

６－１．重点整備地区の設定 

「Ⅲ．対象駅の選定と重点整備地区の考え方」で地区の条件を整理したが、ここでは、

区域を設定するともに、区域の範囲内で特定事業が実施される経路や場所について示し

ていく。 

区域については、道路や地番の境界で設定している。 

 

区域面積は、１４２ｈａとする。 

 

 

  

   

図  重点整備地区 

ＪＲ千歳駅 

千歳市役所 

コミュニティセンター 

サティ 

重点整備地区 

総合福祉センター 

市民文化センター 

N

S

E

W

JR 千歳駅より１km 圏 

JR 千歳駅より 0.5km 圏 

至 札幌 

至 苫小牧 
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６－２．特定経路の抽出 

特定旅客施設と目的施設との間の経路を特定経路とし、その路線を抽出する。 

 

（１）特定経路について 

（主な選定理由） 

 

① フィールドチェックによる指摘箇所の多い所 

② 特定旅客施設周辺の市役所や文化センターなどの公共施設や商業施設などをつ

なぐネットワーク経路 

③ ＪＲ千歳駅周辺交通環境改善計画によって、駅前広場を含めた駅施設と端末施設

への乗換えのネットワークが必要な経路 

 

 

（２）特定経路の抽出 

【特定経路】 

特定経路の抽出に際しては、重点整備地区内おいて以下の経路とする。 

 

① 国道 337 号（国） 

② 道道早来千歳線（北海道） 

③ 街路 34 仲の橋通 

④ 09－13 東 13 号道路 

⑤ 街路 35 公園通 

⑥ 09－13 南６号道路 

⑦ 街路 01 北大通（グリーンベルト） 

⑧ 09－13 南３号通 

⑨ 街路 33 鉄北通 

⑩ 特殊街路１千歳駅１号連絡歩道（歩行者専用道路） 

⑪ 特殊街路２千歳駅２号連絡歩道（歩行者専用道路） 

⑫ 千歳駅連絡通路（仮称：駅西口ビル内） 

⑬ 街路７中央大通（駅西口広場） 

⑭ 街路 33 鉄北通（駅東口広場） 

 

特定経路延長は次の通りである。 

・ 国道－１．２３ｋｍ 

・ 道道－０．４０ｋｍ 

・ 市道－３．２８ｋｍ 
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図  特定経路 

⑬街路７中央大通（駅西口広場） 

N

S

E

W

JR 千歳駅より１km 圏 

JR 千歳駅より 0.5km 圏 

JR 千歳駅 

②道道早来千歳線 

④市道（09-13 東 13 号道路） 

③市道（街路 34 仲の橋通） 

⑥市道（09-13 南６号道路）

⑧市道（街路 09-13 南３号通）

⑦グリーンベルト（街路01 北大通）

①国道 337 号 

⑨市道（街路 33 鉄北通）⑪特殊街路２千歳駅２号連絡歩道 
（歩行者専用道路） 

⑩特殊街路１千歳駅１号連絡歩道 
（歩行者専用道路） 

至 札幌 

至 苫小牧 

重点整備地区 

⑫千歳駅連絡通路（仮称：駅西口ビル内） 

⑭街路 33 鉄北通（駅東口広場） 

⑤市道（街路 35 公園通）
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【主な選定理由】 

 

①国道 337 号-東口側（国） 

・フィールドチェックによる指摘箇所の多い所 

・特定旅客施設周辺と連坦する末広商店街等をつなぐネットワーク経路 

 

①国道 337 号-西口側（国） 

・フィールドチェックによる指摘箇所の多い所 

・特定旅客施設周辺の市役所や総合福祉センターなどの公共施設、駅前通り振興会な

どの商店街、そして公園等をつなぐネットワーク経路 

 

②道道早来千歳線（北海道） 

・特定旅客施設周辺の市民文化センターなどの公共施設、大型ショッピングセンター

等をつなぐネットワーク経路 

 

③街路 34 仲の橋通 

・フィールドチェックによる指摘箇所の多い所 

・特定旅客施設周辺の千歳市役所、総合福祉センターなどの公共施設、仲の橋通り商

店街などの商店街等をつなぐネットワーク経路 

 

④09－13 東 13 号道路、⑤街路 35 公園通、⑥09－13 南６号道路、⑦街路 01 北大通（グ

リーンベルト）、⑧09－13 南３号通 ⑨街路 33 鉄北通 

・フィールドチェックによる指摘箇所の多い所 

・特定旅客施設周辺の市民文化センター、コミュニティセンターなどの公共施設、新

川通商店街などの商店街、公園等をつなぐネットワーク経路 

 

⑩特殊街路１千歳駅１号連絡歩道（歩行者専用道路）、⑪特殊街路２千歳駅２号連絡

歩道（歩行者専用道路）、⑫千歳駅連絡通路（仮称：駅西口ビル内）、⑬街路７中

央大通（駅西口広場）、⑭街路 33 鉄北通（駅東口広場） 

・フィールドチェックによる指摘箇所の多い所 

・特定旅客施設周辺の末広商店街、駅前通り振興会などの商店街、そして公園等をつ

なぐネットワーク経路 

・駅周辺交通環境改善計画によって、駅前広場を含めた駅施設の改築や端末交通の結

節機能の強化などのネットワーク対応が必要な経路 
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６－３．重点整備地区内の事業について 

 

（１）特定事業 

重点整備地区においては、重点的かつ一体的に移動円滑化のための事業を実施する。 

特定経路と事業の実施の必要性について、フィールドチェックや道路管理等の関係事

業者調整を踏まえ、必要性の高い事業について整理する。 

重点整備地区内の事業としては、公共交通特定事業、道路特定事業や交通安全特定事

業等、その他の事業で構成する。 

 

特定事業としては、ＪＲ千歳駅及びバスの改善に関する公共交通特定事業、国道・道

道・市道の新設又は改築に関する道路特定事業、信号機の設置等公安委員会に関する

交通安全特定事業があり、移動経路に応じ各々の事業の特性を踏まえ、事業を記載す

る。 
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（２）重点整備地区における実施すべき事業 

 

公共交通特定事業（ＪＲ） 

特定旅客施設 実施すべき事業 

 

  千歳駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

【旅客用設備】 

①駅舎内の視覚障害者誘導用ブロックの設置・改良 

②駅舎出入口から各ホームに至る経路の安全性確保 

③駅舎内案内設備の改善 

 

 

【交通結節点の改善】 

○新設される公共用通路（２階）から各ホームに至る経路のバリアフリ

ー化 

 

 

 

公共交通特定事業（バス） 

旅客施設 実施すべき事業 

バスターミナル機能 

(バス待合所) 

(仮称：駅西口ビル内) 

①バス停留所のバリアフリー化（時刻表や行き先案内表示等） 

②バス車両のバリアフリー化（低床化等） 

③職員のバリアフリー化に対する教育訓練 

【交通結節点の改善】 

①新設される公共用通路（２階）による鉄道(ＪＲ千歳駅)との結節強化 

②バス待合機能の確保 
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道路特定事業（国） 

特定経路 実施すべき事業 

国道３３７号 【路線における事業】 

①段差の解消、舗装の凹凸改善 

②歩道空間における車両進入部における切り下げ改良 

③植樹桝の（鉄板）改良 

④視覚障害者誘導用ブロックの改良・設置 

⑤冬期間における歩行空間の確保の推進 

 

 

 

道路特定事業（北海道） 

特定経路 実施すべき事業 

道道早来千歳線 【路線における事業】 

①段差の解消、舗装の凹凸改善 

②歩道空間における車両進入部における切り下げ改良 

③視覚障害者誘導用ブロックの改良・設置 

④冬期間における歩行空間の確保の推進 
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道路特定事業（千歳市） 

特定経路 実施すべき事業 

街路 34 仲の橋通 ①段差の解消、舗装の凹凸改善 

②歩道空間における車両進入部における切り下げ改良 

③視覚障害者誘導用ブロックの改良・設置 

④冬期間における歩行空間の確保の推進 

09－13 東 13 号道路 ①段差の解消、舗装の凹凸改善 

②歩道空間における車両進入部における切り下げ改良 

③視覚障害者誘導用ブロックの改良・設置 

④冬期間における歩行空間の確保の推進 

街路 35 公園通 

 

 

①段差の解消、舗装の凹凸改善 

②歩道空間における車両進入部における切り下げ改良 

③視覚障害者誘導用ブロックの改良・設置 

④冬期間における歩行空間の確保の推進 

09－13 南 3 号道路 

 

①歩道空間改善（一部、道路占用物（照明、電柱、車止め）が１

カ所に集中している） 

②冬期間における歩行空間の確保の推進 

09－13 南 6 号道路 

 

①段差の解消 

②冬期間における歩行空間の確保の推進 

街路 33 鉄北通 

 

 

 

①段差の解消、舗装の凹凸改善 

②歩道空間における車両進入部における切り下げ改良 

③視覚障害者誘導用ブロックの改良・設置 

④冬期間における歩行空間の確保の推進 

（千歳駅周辺整備） 

・特殊街路 1 千歳駅1号連絡歩道 

（歩行者専用道路） 

・特殊街路 2 千歳駅2号連絡歩道 

 （歩行者専用道路） 

・通 路 千歳駅連絡通路 

 （仮称：駅西口ビル内） 

 

【交通結節点の改善】 

①鉄道（ＪＲ千歳駅）とバスターミナル機能との結節強化（２階） 

・２階改札口の整備 

②東西方向の移動円滑化及び歩行者ネットワーク強化（歩行者専用道路

等） 

③エスカレーター及びエレベーターによる移動の円滑化 

④わかりやすい案内表示（色･サイン等）による誘導強化 

⑤休憩施設設置 
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（千歳駅周辺整備） 

・街 路 7 中央大通（駅西口広 

場） 

・街 路 33 鉄北通（駅東口広場） 

【駅広場改修整備】 

①西口広場のバス・タクシー等乗降場の乗換動線強化 

② 〃  のバリアフリー化した再整備 

③タクシー・バス乗降場の待合空間のシェルター設置 

④冬期間における歩行空間の確保の推進 

⑤休憩施設設置 

 

 

交通安全特定事業（公安委員会） 

特定経路 実施すべき事業 

交差点 ○バリアフリー化に資する信号機の改良（交通弱者対応の青信号

延長ボタン追加、音響誘導等） 

道路 

 

①違法駐車対策の強化や防止のための広報及び啓発活動の実施 

②道路標識、道路標示の大型化・高輝度化等 

 

 

その他の事業（千歳市：公園・駐車場） 

街路 01 北大通 

（グリーンベルト） 

 

【公 園】 

①段差の解消、舗装の凹凸改善 

②雨水桝の格子間隔やマンホールの蓋の凹凸改良 

③冬期間における歩行空間の確保の推進 

【地下駐車場】 

①出入口の引戸改良 

②ＷＣの手すりやＥＶの改良（開閉時間延長ボタンの設置） 

 

 

各道路管理者共通の課題 

○電線類地中化構想の取組みの推進 

○交差点内横断歩道の滑り止め構造の整備推進 

○フラワーロードの取組み推進 

○歩行空間におけるベンチなど休憩施設の整備推進 

 



 iv

会 議 風 景 

写真 冬期ﾌｨｰﾙﾄﾞﾁｪｯｸ事後検討会 

写真 夏期ﾌｨｰﾙﾄﾞﾁｪｯｸ事前説明会 
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Ⅶ．今後の展望 
 

７－１．今後の整備の基本的な考え方 

 

重点整備地区のみならず、ユニバーサルデザインの思想に基づき、千歳市として市全体

で取り組むべき整備の基本的な考え方を整理する。 

 

 

（１）旅客施設のバリアフリー化 

 

・ＪＲ千歳駅の特定旅客施設以外の JR 駅や空港ターミナル周辺についても、段階的なバ

リアフリー化にむけた整備や見直し・改善が必要な箇所については、適宜、改善・整

備を行う。 

 

 

（２）段階的な歩行空間におけるバリアフリー化 

 

・市内における歩行者が多く利用するような歩行空間について、段階的なバリアフリー

化を進める。 

・建物や主要な歩行者ネットワークとして位置づけられている道路以外の空間について

も、同様にバリアフリー化の促進を図る。 

・また、道路と施設との境界部分（施設の敷地内）における歩行者のスムーズな移動を

確保するため、協議、調整に努める。 

 

 

（３）交通安全上危険な場所や道路空間の解消 

 

・高齢者や身体障害者を含む全ての人が、市内における道路や交差点において危険と感

じられる箇所について、緊急性に応じて解消を図る。 

・又、道路空間を占用する放置自転車、支障をきたす障害物等、移動の円滑化にむけた

対策が必要である。 
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（４）新規交通システムの導入推進 

 

・高齢者,身体障害者や全ての人が、移動の円滑性を確保するため、循環型コミュニティ

バスや福祉タクシー等の新規交通システムについて、総合交通体系の枠組みの中で、

導入を推進する。 

 

 

（５）事業効果の波及 

 

・重点整備地区を優先実施する事で、高齢者、身体障害者等に交流と社会参加の機会を

提供する機能、消費生活の場を提供する機能、勤労の場を提供する機能など、幅広く

様々な機能を増進していく端緒とする。 

・ハード面の整備にとどまらず、全ての市民が必要に応じ高齢者、身体障害者等の移動

を手助けすること等の支援が、日常的に行えるような「心がかようバリアフリー」化

に向け、広報活動等を通じて啓発に努める。 
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７－２．その他の駅について 

 

市内における５つのＪＲ駅のうち、特定旅客施設として抽出された、千歳駅以外の残る

４駅について、その基本的な考え方を整理する。 

 

（１）美々駅 

当駅は無人駅であり、周辺には公共施設や商業施設など移動目的施設がなく、当面基

本構想策定の対象から除外する。 

 

（２）新千歳空港駅 

当駅は国際空港である新千歳空港内に位置し、年間1,800万人の空港利用客を背景に、

空港ターミナルと駅との一体的機能が配置されており、空港及び駅の現状を見ると多

くのバリアフリー対策が講じられている。 

空港ターミナル周辺の土地利用は国土交通省所管の構内道路で形成され、道路管理者

が存在しないことや徒歩圏内に移動目的施設がないことから、基本構想策定の対象に

はならないが、将来の土地利用の状況など推移を見る必要がある。 

 

（３）南千歳駅 

当駅は新千歳空港駅や石勝線及び函館方面への乗り継ぎ駅として、貴重な役割を持っ

ていることから、駅舎内外は多くのバリアフリー対策が講じられている。 

周辺には、千歳オフィスアルカディアの開発が進み、第３セクターの千歳国際ビジネ

ス交流センターが配置され、業務系企業や研究機関などの誘致に取り組んでいる。 

しかし、現在周辺には徒歩圏内に公共施設や商業施設など移動目的施設がないことか

ら、将来の立地状況などに合わせ基本構想策定を検討する必要がある。 

 

（４）長都駅 

当駅は無人駅であるが、現在その周辺地域では区画整理事業などの住宅地開発が進み、

駅に近接して大型店の進出などが見られるように、地域の中心的な生活拠点として重

要な役割を担っている。 

一方、当駅とＪＲ千歳駅間における主要な道路において、踏切の遮断による交通渋滞

が発生していることから、地域間交通の円滑化と鉄道をはさんだ東西地域の一体化を

図るため、鉄道高架化と駅周辺の再整備が課題となっている。 

これらのことから、当駅の基本構想の策定については、将来の鉄道高架化と合わせた

駅周辺の再整備の中で、取り組みを進めることが必要である。 

 


